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地域再生計画 
 

 

１．地域再生計画の名称 
 水と自然があふれる美しいまち奈義町清流再生計画 

 
 
２．地域再生計画の作成主体の名称 
  岡山県勝田郡奈義町 

 
 
３．地域再生計画の区域 
  岡山県勝田郡奈義町の全域 

 
 
４．地域再生計画の目標 
 
  奈 義 町 は 、岡 山 県 の 東 北 部 に 位 置 し 、東 西 ９ km、南 北 10km、面 積 69.5４ km2を 有

し 、東 は 美 作 市 、西 は 津 山 市 、南 は 勝 央 町 、北 は 中 国 山 地 の 那 岐 山 (1,255ｍ ）、瀧 山 (1,

197ｍ ）の 連 山 の 分 水 嶺 を 境 と し て 鳥 取 県 智 頭 町 と 隣 接 し て い る 。平 成 ２ ０ 年 度 末（ 平

成 ２ １ 年 ３ 月 ３ １ 日 現 在 ）に お け る 人 口 は ６ ,４ ０ ４ 人 で 、町 内 に は 8つ の 一 級 河 川 と 3

２ の 準 用 河 川 が 流 れ て お り 、 な か で も 一 級 河 川 淀 川 、 馬 桑 川 は 岡 山 県 清 流 50選 に 指 定

さ れ る な ど 、 水 と 密 接 に 結 び つ き な が ら 発 展 し て き た 町 で あ る 。  

本 町 は 、昭 和 36 年 ７ 月 に 陸 上 自 衛 隊 日 本 原 駐 屯 地 の 誘 致 が 議 決 さ れ て 以 来 、基 地 周

辺 整 備 事 業 に よ り 、道 路 、河 川 、教 育 施 設 な ど の 整 備 が 行 わ れ 、そ の 他 、農 業 構 造 改 善

事 業 、東 山 工 業 団 地 、公 社 営 畜 産 基 地 建 設 事 業 、行 政 及 び 民 間 企 業 に よ る 住 宅 団 地 の 開

発 な ど 、 相 次 い で 町 の 歴 史 を 変 え る 大 規 模 開 発 が 進 み 、 基 盤 が 確 立 さ れ た 。  

こ れ ら の 大 規 模 開 発 に 伴 う 生 活 様 式 の 変 化 な ど に よ り 、河 川 や 溜 池 の 水 質 悪 化 が 急 速

に 進 ん で い た 。  

こ の よ う な 背 景 の も と 、 平 成 13年 度 に は 特 定 環 境 保 全 公 共 下 水 道 事 業 に 着 手 し 、 平

成 元 年 か ら 推 進 し て き た 浄 化 槽 設 置 整 備 事 業 を 、 平 成 19年 度 か ら は 浄 化 槽 市 町 村 整 備

推 進 事 業 へ 展 開 し 、公 共 用 水 域 の 水 質 汚 濁 を 防 止 す る と と も に 、水 洗 化 な ど に よ る 快 適

で 潤 い の あ る 生 活 環 境 の 実 現 を 目 指 し て い る と こ ろ で あ る が 、当 町 の 汚 水 処 理 普 及 率 は

６ ４ ％ 程 度 で あ り 、 依 然 と し て 整 備 が 進 ん で い る 状 況 と は い え な い 。  

そ う し た 状 況 の 中 、 本 町 に お け る 人 口 減 少 は 深 刻 で あ り 、 昭 和 45年 ～ 昭 和 60年 は 、

工 場 誘 致 や 地 場 産 業 の 振 興 、公 共 事 業 拡 大 な ど の 施 策 の 効 果 に よ り 、増 加 の 傾 向 を 示 し

て い た が 、 昭 和 60年 以 降 は 、 再 び 減 少 傾 向 と な っ て い る 。  

 こ の た め 、 汚 水 処 理 施 設 整 備 を 一 層 促 進 し 、 町 内 河 川 の 清 流 を 再 生 す る こ と に よ り 、

昔 の よ う な 子 供 が 遊 べ る 美 し い 川 づ く り を 行 い 、ま た 、自 然 へ の 回 帰 や ゆ と り 志 向 な ど 、

ラ イ フ ス タ イ ル と 価 値 観 の 変 化 を 踏 ま え た 町 営 分 譲 宅 地 の 販 売 及 び 新 た な 整 備 に よ り 、

Uタ ー ン ・ Iタ ー ン に よ る 人 口 増 加 を 図 り 、 自 然 と 共 生 し た 地 域 の 再 生 を 目 指 す 。  

 

（目標）汚水処理施設の整備の促進（汚水処理人口普及率を64％から96％に向上） 
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５．目標を達成するために行う事業 
 
  ５－１ 全体の概要 

      本 町 内 に は 8つ の 一 級 河 川 と 3２ の 準 用 河 川 が 流 れ て お り 、 な か で も 一 級 河 川  

淀 川 、 馬 桑 川 は 岡 山 県 清 流 50選 に 指 定 さ れ る な ど 、 水 と 密 接 に 結 び つ き な が ら  

発 展 し て き た 町 で あ る 。  

 近 年 、 自 然 へ の 回 帰 や ゆ と り 志 向 な ど 、 ラ イ フ ス タ イ ル と 価 値 観 が 変 化 す る 中  

で 、特 定 環 境 保 全 公 共 下 水 道 事 業（ 柿 、高 円 、行 方 、関 本 地 区 ）と 浄 化 槽 設 置 整 備  

事 業 （ 市 町 村 設 置 型 ） （ 特 定 環 境 保 全 公 共 下 水 道 以 外 の 地 区 ） の 長 所 を 生かしなが 

ら、効率的かつ適正な汚水処理施設整備を一層促進し、町内河川の清流を再生することにより、 

美しい川作りをする。 

  これにより、住民の定着率を高めるだけでなく、Ｕターン、Ｉターンによる人口増加を図り、 

自然と共生した地域の再生を目指す。 

 

５－２ 法第５章の特別の措置を適用して行う事業 

汚水処理施設整備交付金を活用する事業 

  対象となる事業は、以下のとおり事業開始に係る手続き等を了している。 

なお、整備箇所等については、別添の整備箇所を示した図面による。 

 ・特定環境保全公共下水道・・・・・平成２０年１１月に事業変更認可 

 

［事業主体］ 

   ・岡山県勝田郡奈義町 

 

［施設の種類］ 

 ・特定環境保全公共下水道、浄化槽（市町村設置型） 

 

［事業区域］ 

・特定環境保全公共下水道 奈義町 柿、高円、行方、関本地区 

・浄化槽（市町村設置型） 奈義町 特定環境保全公共下水道以外の地区 

 

［事業期間］ 

 特定環境保全公共下水道 平成２２年度～２６年度 

 浄化槽（市町村設置型） 平成２２年度～２６年度 

 

［整備量］ 

 ・特定環境保全公共下水道 交付金対象事業 φ１５０～３００  １３，８００ｍ 

               （単独事業   φ１５０       １，２００ｍ） 

・浄化槽        ５０基   

 

 なお，各施設による新規の処理人口は下記の通り。 

   特定環境保全公共下水道 １，７１０人 

浄化槽（市町村設置型）    １５０人 

［事業費］ 

 特定環境保全公共下水道       1,640,000千円 

（うち，国費  820,000千円） 
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単独事業費   215,700千円  

  

 浄化槽（市町村設置型）          46,575千円 

（うち，国費    15,525千円） 

 合計                1,686,575千円 

（うち，国費  835,525千円） 

単独事業費   215,700千円 

            

 

５－３ その他の事業 

分譲宅地造成事業（定住化対策）  

※保有区画数 御崎野団地  ４区画 

       つくし団地  ５区画 

       西ノ谷団地  １区画 

 

６．計画期間 
  平成２２年度～２６年度 

 
 
７．目標の達成状況に係る評価に関する事項 
  ４に示す数値目標については、毎年度末に汚水処理人口普及率の調査を行う。 

 また、平成２６年度に奈義町の下水道整備が完了することに伴い、改善すべき事項の検討等を行う 

 こととする。 

 
８．地域再生の実施に関し当該地方公共団体が必要と認める事項 
  汚水処理施設整備計画については，最新のデータに基づいて施設計画を再検討したものであり，

既存の「岡山県クリーンライフ100構想」（都道府県構想）に掲載された計画と異なる計画とした

ため，次回の都道府県構想の見直し時に反映することとする。 

 

 

 


